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令和４年函審第１８号 

裁    決 

漁船Ａ漁船Ｂ衝突事件 

 

  受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

  受  審  人  ｂ 

職  名 Ｂ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官西村勇二出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

受審人ｂの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和４年３月１１日０８時００分 

北海道標津漁港北北東方沖合 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 漁船Ａ         漁船Ｂ 
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総 ト ン 数 １７トン        １４トン 

登 録 長 １７.５８メートル    １９.１８メートル 

機 関 の 種 類 ディーゼル機関     ディーゼル機関 

漁 船 法 馬 力 数 ５８２キロワット    ５８９キロワット 

３ 事実の経過 

Ａは、船首部に操舵室、同室後方の上甲板前部にクレーンを設け、

自動操舵装置、機関遠隔操縦装置、モーターサイレンのスイッチ等を

組み込んだコンソールを操舵室前部に、当該コンソール右方にレーダ

ー、同左方に電子海図システムを備え、バウスラスタを装備する、平

成１５年１１月に進水した小型機船底びき網漁業に従事するＦＲＰ製

漁船で、ａ受審人ほか５人が乗り組み、ほたて貝を採捕する目的で、

船首０.５メートル船尾２.０メートルの喫水をもって、令和４年３月

１１日０５時３０分標津漁港を発し、同港北方沖合の漁場に向かった。 

ａ受審人は、０６時００分前示漁場に到着し、桁網をワイヤーロー

プ先端部に連結して長さ約６０メートルとした漁具を水深約２０メー

トルの海中に投入し、約３.０ノットの速力（対地速力、以下同

じ。）で曳網する操業を２回繰り返した後、東方の漁場に移動した。 

ａ受審人は、移動を終え、電子海図システム及び０.５海里レンジ

としたレーダーの各情報を重畳させてコンソール後方の操縦席に腰を

掛け、０７時５５分半少し過ぎ標津港北防波堤灯台（以下「北防波堤

灯台」という。）から０２６度（真方位、以下同じ。）４.３５海里

の地点で、針路を１６３度に定めて自動操舵とし、３.０ノットの速

力で曳網を開始したところ、霧により視程が約３０メートルに狭めら

れて視界制限状態となったものの、霧中信号を行うことなく進行した。 

ａ受審人は、０７時５７分北防波堤灯台から０２７度４.２７海里

の地点に達したとき、左舷船首５２度８５０メートルにＢのレーダー
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映像を認めることができ、その後同船と著しく接近することを避ける

ことができない状況となったが、離れて操業する僚船以外に他船はい

ないものと思い、レーダーによる見張りを十分に行わなかったので、

Ｂの存在にも、この状況にも気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、針路を保つことができる最小限度の速力に

減じることも、また、必要に応じて停止することもしないまま続航し、

０８時００分北防波堤灯台から０２８度４.２０海里の地点において、

Ａは、原針路及び原速力のまま、その左舷中央部にＢの船首部が前方

から６９度の角度で衝突した。 

当時、天候は霧で風はほとんどなく、標津町には濃霧注意報が発

表され、視程は約３０メートルで、海上は穏やかであった。 

また、Ｂは、船首部にクレーン、船体中央船尾寄りに操舵室を設け、

同室前部中央に舵輪、前面窓下方に自動操舵装置、機関遠隔操縦装置、

モーターサイレンのスイッチ等を組み込んだコンソール、当該コンソ

ール左方にレーダー及び電子海図システムを備え、バウスラスタ及び

フラップラダーを装備する、平成４年７月に進水した小型機船底びき

網漁業等に従事する軽合金製漁船で、ｂ受審人ほか５人が乗り組み、

ほたて貝を採捕する目的で、船首０.５メートル船尾１.５メートルの

喫水をもって、令和４年３月１１日０５時３０分標津漁港を発し、同

港北方沖合の漁場に向かった。 

ｂ受審人は、０６時００分前示漁場に到着し、左右各舷からワイヤ

ーロープ約６０メートルを水深約２０メートルの海中に延出し、先端

部に連結した桁網各１個を曳網する操業を始め、２回の操業を終え、

ほたて貝約１.５トンを採捕したので東方の漁場に向けて移動を開始

したところ、霧により視程が約３０メートルに狭められて視界制限状

態となった。 
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ｂ受審人は、前示漁場への移動を終え、０７時５５分僅か前北防波

堤灯台から０３６度４.５０海里の地点で、投網予定水域に向けて針

路を２７４度に定め、８.０ノットの速力で、霧中信号を行うことな

く、操舵室前部右舷側に立ち、レーダーを０.７５海里レンジとして

手動操舵により進行した。 

針路を定めて程なく、ｂ受審人は、右舷船首１,４００メートル付

近にＡのレーダー映像を捕捉し、同船に接近することなく投網を終え

ると見込んで続航した。 

ｂ受審人は、０７時５７分北防波堤灯台から０３３度４.３８海里

の地点に達したとき、Ａが右舷船首１７度８５０メートルとなり、そ

の後同船と著しく接近することを避けることができない状況となった

が、投網作業に当たる乗組員の様子を見ることに気をとられ、Ａに対

するレーダーによる動静監視を十分に行わなかったので、この状況に

気付かなかった。 

こうして、ｂ受審人は、針路を保つことができる最小限度の速力に

減じることも、また、必要に応じて停止することもしないまま進行し、

上甲板前部で作業に当たる乗組員に投網の合図を送ったところで船首

方至近にＡを視認し、機関を後進にかけたものの、及ばず、原針路の

まま速力が６.０ノットになったとき、前示のとおり衝突した。 

衝突の結果、Ａは、左舷中央部外板の破口及び機関の濡れ損を、Ｂ

は、船首部に破口をそれぞれ生じた。 

 

（航法の適用） 

本件は、霧のため視界制限状態となった標津漁港北北東方沖合におい

て、南下中のＡと、西行中のＢとが衝突したもので、同水域には特別法

の適用がないので、一般法である海上衝突予防法（以下「予防法」とい



 －5－

う。）によって律することになる。 

事実の経過で示したとおり、当時、付近水域は霧のため視程が約３０

メートルに狭められており、視界制限状態であったと認められることか

ら、本件は、予防法第１９条によって律するのが相当である。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

本件衝突は、霧のため視界制限状態となった標津漁港北北東方沖合に

おいて、曳網しながら南下するＡが、霧中信号を行わなかったばかりか、

レーダーによる見張りが不十分で、Ｂと著しく接近することを避けるこ

とができない状況となったとき、針路を保つことができる最小限度の速

力に減じず、また、必要に応じて停止しなかったことと、投網予定水域

に向けて西行中のＢが、霧中信号を行わなかったばかりか、右舷船首方

にＡのレーダー映像を捕捉した際、同船に対するレーダーによる動静監

視が不十分で、Ａと著しく接近することを避けることができない状況と

なったとき、針路を保つことができる最小限度の速力に減じず、また、

必要に応じて停止しなかったこととによるものである。 

ａ受審人は、霧のため視界制限状態となった標津漁港北北東方沖合に

おいて、曳網しながら南下する場合、著しく接近するおそれのある他船

に気付くことができるよう、レーダーによる見張りを十分に行うべき注

意義務があった。しかるに、同人は、離れて操業する僚船以外に他船は

いないものと思い、レーダーによる見張りを十分に行わなかった職務上

の過失により、Ｂの存在にも同船と著しく接近することを避けることが

できない状況となったことにも気付かず、針路を保つことができる最小

限度の速力に減じることも、また、必要に応じて停止することもしない

まま進行して衝突を招き、Ａ、Ｂ両船に損傷を生じさせるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、
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同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

ｂ受審人は、霧のため視界制限状態となった標津漁港北北東方沖合に

おいて、投網予定水域に向けて西行中、右舷船首方にＡのレーダー映像

を捕捉した場合、著しく接近することを避けることができない状況にあ

るか否かを判断できるよう、同船に対するレーダーによる動静監視を十

分に行うべき注意義務があった。しかるに、同人は、投網作業に当たる

乗組員の様子を見ることに気をとられ、Ａに対するレーダーによる動静

監視を十分に行わなかった職務上の過失により、同船と著しく接近する

ことを避けることができない状況となったことに気付かず、針路を保つ

ことができる最小限度の速力に減じることも、また、必要に応じて停止

することもしないまま進行して衝突を招き、Ａ、Ｂ両船に損傷を生じさ

せるに至った。 

以上のｂ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和５年６月２９日 

     函館地方海難審判所 

          審 判 官  濱  田  真  人 


